
芸術文化観光専門職大学 

芸術文化観光研究センター主催シンポジウム 

 

「社会的インパクトから見た芸術文化観光の力～豊岡演劇祭を中心に～」 

 

本学では、芸術文化と観光を架橋することで地域社会に新しい価値を生み出すことを目指す「芸術文化

観光学」の確立をめざし、本年 4月に「芸術文化観光研究センター」を創設しました。本シンポジウムで

は、文化観光やクリエイティブツーリズムをテーマに、これまで開催された豊岡演劇祭を事例に、その社

会的・芸術的・経済的価値などを総合的に評価し、芸術文化観光が地域にもたらすインパクトについて考

えます。 

 

日 時   令和６年 11月 24日（日）13時 30分～16時 30分（開場 13時） 

場 所   芸術文化観光専門職大学 学術情報館 

基調講演  太下義之氏（同志社大学教授） 

パネリスト 大久保広晴氏（読売日本交響楽団 事務局事業課長） 

      他、本学教員 

定 員   50名（参加費無料）※先着順 

申込方法  下記 QRコード又は電話（芸術文化観光専門職大学 地域支援課 0796-34-8139） 

      ※申込期限 11月 18日（月） 

その他   会場の駐車スペースには限りがあるため、お越しの際は、公共交通機関もしくは豊岡市営 

駅前駐車場（有料）をご利用ください。 

※お身体の不自由な方等で駐車場が必要な方は事前にご連絡いただきますようお願いいた 

 します。 

 

【プログラム】 

13:00 開場 

13:40 基調講演：太下義之 

(14:20) 休憩 

14:30 演劇祭総合評価の調査の報告：本学教員 

15:30 パネルディスカッション「演劇祭が地域にもたらす価値を考える」 

大久保広晴、本学教員 

16:30 閉会  

 

【申込 QRコード】 

  


